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令和４年度 令和５年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ
３つを超
える場合

001 金融モニタリング等実施経費 平成12年度 終了予定なし 157 125 119 外部有識者点検対象外 現状通り

○モニタリング手法の見直しなどを踏まえた事業に
ついて、引き続き必要性や効率性を考えつつ、真に
必要な要求内容となるよう精査すること。
○繰越した予算も含め、引き続き競争性の確保に留
意した調達を行い、適切な予算執行に努めること。

5 64 59 - 現状通り

〇各金融機関等の経営上の課題の重要性に即して、
機動的かつ先を見通した実態把握を実施し、実効的
かつ効率的なモニタリングをおこなっていく。
〇繰越した予算については、競争性確保のため、公
告期間の十分な確保や積極的な情報提供に努める。
〇令和5年度の概算要求では、モニタリングに必要
な、高粒度なデータ収集・管理の効率化・高度化の
ため「共同データプラットフォームの構築に係る委
託調査に必要な経費」を49百万円、言語分析等の手
法を用いることで、作業の正確性と効率性を図る観
点から、分析手法に関する外部業者の知見等を活用
するための「言語分析作業の効率化に係る調査委託
費」を10百万円、それぞれ新規要求している。

重要政策推進枠：49百万円 総合政策局 一般会計
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経
費

金融 0001 - - - - -
平成30年
度

○

002
データ分析を通じた企業に対する金融
面でのコロナ対応策の検討経費

令和２年度 終了予定なし 136 136 136 外部有識者点検対象外 現状通り

○金融システムに内在する潜在的なリスクの把握や
金融機関との対話による金融機関の健全性の確保を
通じて、金融機関による企業支援等の実施を促して
いけるよう、引き続き取組みを進めていくこと。
〇引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

89 60 ▲29 ▲29 縮減

本経費については、引き続き金融システムに内在す
る潜在的なリスクの把握や金融機関との対話による
金融機関の健全性の確保を通じて、金融機関による
企業支援等の実施を促していけるよう取組みを進め
ていくとともに、随意契約（企画競争）の実施など
による競争性の確保や、予算執行における経費削減
に努めていくこととし、令和５年度においては、前
年比29百万円の減額となる予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：60百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経
費

金融 0002 - - - - -

令和３年
度（公開
プロセ
ス）

　

003
金融危機対応の円滑な実施のための経
費

平成12年度 終了予定なし 8 8 - 外部有識者点検対象外 現状通り
○引き続き、事業を実施するため、真に必要な経費
について適切に予算要求を行うこと。

8 8 0 - 現状通り
本経費については、真に必要な経費の要求に努めて
いくこととし、令和5年度においては、前年度と同規
模の予算要求を行う。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経
費

金融 0003 - - - - -
令和元年
度

004 金融仲介機能の強化 平成17年度 終了予定なし 95 72 50 外部有識者点検対象外 現状通り

○調査業務委託経費の執行実績も踏まえ、真に必要
な要求内容となるよう精査すること。
〇引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

49 94 45 - 現状通り

〇調査業務委託経費については、効率的な予算執行
に努め、令和5年度においては、執行実績も踏まえ、
前年同規模の予算要求を行っていく。
〇Regional Banking Summit開催経費においては、一
般競争入札において、新規に受注を希望する者が必
要な準備を行うことができるよう、開札日から役務
等の履行開始までの期間を十分に設定する等、競争
性を確保することでコストの削減に努めていくこと
とし、令和5年度においては、前年同規模の予算要求
を行っていく。

重要政策推進枠：62.4百万円 監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融機能安定確保に必要な経
費

金融 0004 - - - - -
令和元年
度

○

005 地域企業経営人材マッチング促進事業 令和２年度 終了予定なし 1,931 3,063 410 

本事業は、地域経済の活性化に
とって重要な施策となることに疑
いはなく、また先行する内閣府に
よる先導的人材マッチング事業の
実績からみて本事業の潜在的ニー
ズも認められるところである。
しかし、新型コロナ禍等の影響が
あったとはいえ、成果目標の達成
に大きな課題が認められる。
そこで、本事業の本来的な目的及
び本事業を金融庁が担うことの意
義を踏まえた上で、➀類似する内
閣府事業との相乗効果を発揮する
ための更なる連携強化や、統合可
能性の検討、➁補助金額の妥当性
の検証、③人材に関する情報の非
対称性の解消等の人材マッチング
の課題への対応の検討、④個人を
対象にした募集を含む、より効果
的な周知広報の実施、⑤金融庁と
してのモニタリング等を通じ、本
事業に対し新たな視点で真に必要
な支援の検討などの観点から、事
業全体の抜本的な改善が求められ
る。

事業全体の抜
本的な改善

○外部有識者の所見を踏まえ、事業全体の抜本的な
改善を行うべく検討・取組みを進めていくこと。

- - 0 -
年度内に改善

を検討

【所見を踏まえた改善点】
・先導的人材マッチング事業を実施する内閣府との
更なる連携強化や個人を対象にした募集を開始する
及びプログレスレポートで事例を紹介するといっ
た、より効果的な周知広報等の事業改善を実施する
ほか、予算査定プロセスの中で補助金額の妥当性を
検証していく。人材に関する情報の非対称性の解消
等の人材マッチングの課題への対応については、補
助事業者と連携しつつ引き続き検討していく。
【概算要求における反映状況】
・外部有識者の所見については、予算査定プロセス
の中で検討を進める。

令和2年度第３次補正予算
（3,063百万円）次年度へ繰越
令和３年度第１次補正予算
（1,931百万円）次年度へ繰越

令和５年度要求：事項要求

監督局 〃 金融 0005 - - - -
公開プロセ
ス

前年度に新
規に開始し

たもの
- ○ 　

006
家計の安定的な資産形成推進のための
制度周知・広報及び税制の調査・検証

平成13年度 終了予定なし 10 10 2 外部有識者点検対象外
事業内容の一

部改善

〇これまでの予算執行率を踏まえ、必要経費を精査
の上、真に必要な予算要求を行うこと。
〇引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

9 9 0 - 執行等改善

「資産形成の意義に係る広報イベント等経費」につ
いては、過去３年は新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により、イベントを対面で開催できず、予算
執行率が低下したが、今後は可能な限り対面での開
催を実施したいと考えている。引き続きオンライン
も活用することを含めて、コスト削減に努めつつ、
令和５年度の予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：8.7百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要
な経費

金融 0006 - - - - -
平成30年
度

○

007 金融経済教育の推進 平成13年度 終了予定なし 29 29 16 外部有識者点検対象外
事業内容の一

部改善

○引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図った上で、ガイドブック等の配布
にあたって、配布先が一部の層に偏らないよう、広
く一般の方に配布するとともに、金融庁・財務局職
員による出張授業等でも活用することにより、成果
実績の向上に努めること。

20 20 0 - 執行等改善

本経費については、効率的な予算執行の観点から、
コスト削減に努めていくこととし、令和５年度にお
いては、前年同規模の予算要求を行っていく。ま
た、成果実績の向上を図るため、配布先が偏らない
よう工夫するとともに、ガイドブック等の配布や出
張授業での活用等を検討する。

重要政策推進枠：19.6百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要
な経費

金融 0007 - - - - -
平成30年
度

○

008 貸金業者監督のための経費 平成15年度 終了予定なし 21 21 15 外部有識者点検対象外 現状通り

○予算要求に当たっては、執行実績を踏まえ、真に
必要な要求内容となるよう精査すること。
○一者応募となった契約については、競争性を確保
するための方策について検討するなど、引き続き予
算執行における経費削減に努めること。

11 10 ▲ 1 - 現状通り

〇貸金業務取扱主任者登録については、真に必要な
要求内容となるよう、執行実績を踏まえた予算要求
に努めていくこととし、令和５年度においては、４
年度と比較して登録更新予定者が少ないことが見込
まれるため、前年比１百万円の減額要求を行う。
〇貸金業者情報検索サービスについては、競争性確
保のため、公告期間の十分な確保や積極的な情報提
供を行うなど、適切な執行に努めていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要
な経費

金融 0008 - - - - -
平成30年
度

009 金融サービス利用者保護の推進 平成17年度 終了予定なし 13 13 9 外部有識者点検対象外 現状通り

○リーフレット等の配布にあたっては、重点化・効
率化を図ること等により、真に必要な要求内容とな
るよう精査すること。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

13 13 0 - 現状通り

〇インターネット広告も活用した多重債務相談窓口
の周知・広報の拡大を検討していく。
○多重債務相談窓口の周知・広報経費については、
競争性確保のため、引き続き一般競争入札等を行う
とともに、効率的な予算執行に努めていくことと
し、令和５年度においても、真に必要な予算に限り
要求を行っていく。
○金融分野における金融ADR制度改善経費ついては、
令和５年度予算要求においても、前年同規模の予算
要求を行っていくとともに、金融ＡＤＲ制度の円滑
な運営を行い、利用者保護のより一層の充実を図
る。

企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融サービス向上推進に必要
な経費

金融 0009 - - - - -
令和３年
度

○

010 市場の公正確保のための経費 平成12年度 終了予定なし 101 361 362 

 ○ 当該事業は、市場の公正性を
支えるための重要な施策であり、
常に新しい取組みを行いながら、
取得する情報と監視の手法の改善
を図っていくことが重要である。
○ このため、引き続き海外当局
等を含む他の行政機関等とも連携
して情報収集を行い、当該事業に
必要な情報と監視の手法につい
て、更に改善する取組みを継続し
て頂きたい。

現状通り

○外部有識者の所見も踏まえ、当該事業に必要な情
報と監視の手法について、更に改善する取組みを継
続していくこと。
○執行実績等も踏まえ、真に必要な要求内容となる
よう精査すること。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

16 15 ▲ 1 - 現状通り

○ 新しい取組として預貯金等照会業務のデジタル・
オンライン化を進めるとともに、市場監視に係るシ
ステムの見直しを進め監視業務の改善を図ってい
く。また、引き続き、海外当局等を含む他の行政機
関等とも連携・意見交換を行い、監視手法等に活用
していく。
○ 本事業の経費は、実績等を踏まえ、真に必要なも
のに限定して予算要求を行っていくほか、一般競争
入札を行うことによりコストを低減するように努め
ていく。

証券取引等監
視委員会事務
局

〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0010 - - - - 書面点検
前回点検か
ら５年経過

平成29年
度（公開
プロセ
ス）

011 課徴金制度関係経費 平成17年度 終了予定なし 4 4 2 外部有識者点検対象外 現状通り

一者応札となった契約については、次回調達時にお
いても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ
と。

4 4 0 - 現状通り

本経費については、効率的な予算執行の観点から、
引き続き調達時における競争性確保に努めていくこ
ととし、令和５年度においては、前年同規模の予算
要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0011 - - - - -
平成30年
度

課徴金制度関係経費（事業番号11再
掲）

- - - -

012
有価証券報告書等電子開示システム経
費

平成13年度 令和3年度 1,238 973 907 外部有識者点検対象外 終了予定

一者応札となった契約については、次回調達時にお
いても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ
と。

- - 0 - 予定通り終了

本事業については、引き続き、システムの安定運用
及び情報セキュリティの確保に努める。また、調達
に当たっては、業務に関し知見のある事業者に対し
積極的な声掛けを行うほか、十分な公告期間を確保
するなど、競争性を確保するための方策を継続し、
システムの開発・運用経費の削減に努める。

令和4年度からデジタル庁計上
予算となる。
（項）情報通信技術調達等適
正・効率化推進費
　（大事項）情報通信技術調
達等適正・効率化の推進に必
要な経費

企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0012 - - - - -

令和元年
度（公開
プロセ
ス）

013 企業財務諸制度の整備 平成13年度 終了予定なし 23 23 20 外部有識者点検対象外 現状通り

〇新型コロナウイルス感染症の影響により、引き続
き国外で開催される会議等への出席が制限される可
能性があるが、引き続き、質の高い情報収集や効果
的な意見発信を効率的に行うよう検討していくこ
と。
〇一者応札となった契約については、次回調達時に
おいても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ

23 23 0 - 現状通り

○引き続き、国際会計基準に関する議論の動向を把
握し、調査分析するとともに、我が国としての考え
方等の意見発信を実施するため、令和5年度において
は、前年度と同規模の予算要求を行う。
○一方で次回調達（令和５年度契約見込み）におい
ては、令和元年度の外部有識者の所見も踏まえ、複
数者の応札を実現できるようにするなど仕様を検討
する。

重要政策推進枠：２３百万円 企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0013 - - - - -
令和元年
度

○

014 公認会計士試験実施経費 平成16年度 終了予定なし 65 65 60 外部有識者点検対象外 現状通り
引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を踏ま
え、効果的に本事業を行うこと。

64 64 0 - 現状通り
本経費については、引き続き試験委員会議の効率的
運用に努めていくこととし、令和５年度において
は、前年同規模の予算要求を行っていく。

公認会計士・
監査審査会事
務局

〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0014 - - - - -
令和２年
度

令和４年度
外部有識者
点検対象

３つ目

委
託
調
査

補
助
金
等

令和３年度レビューシート番号

１つ目 ２つ目

令和４年度
外部有識者
点検対象と
した理由

直近の外部
有識者点検
実施年度

令和４年度行政事業レビュー事業単位整理表兼点検結果の令和５年度予算概算要求への反映状況調表

事業
番号

事　　業　　名
令和３年度
補正後予算

額

令和３年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き

備　考

反映状況

執行額

（単位：百万円）

　　施策Ⅱ－２　利用者の保護を確保するための制度・環境整備と金融モニタリングの実施

　基本政策Ⅲ　市場の公正性・透明性と市場の活力の向上
　　施策Ⅲ－１　金融取引のグローバル化、複雑化、高度化に対応した市場監視機能の強化

　　施策Ⅲ－２　企業の情報開示の質の向上のための制度・環境整備とモニタリングの実施

　　施策Ⅰ－２　健全な金融システムの確保のための制度・環境整備

　　施策Ⅰ－３　金融仲介機能の十分な発揮に向けた制度・環境整備と金融モニタリングの実施

　基本政策Ⅱ　利用者の保護と利用者利便の向上
　　施策Ⅱ－１　利用者の利便の向上に敵う金融商品・サービスの提供を実現するための制度・環境整備と金融モニタリングの実施

項・事項
基
金

会計区分外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

所見の概要 反映内容

基本政策Ⅰ　金融システムの安定と金融仲介機能の発揮
　　施策Ⅰ－１　マクロプルーデンスの取組と効果的な金融モニタリングの実施
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様式１ 別添１
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令和３年度
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額
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反映額
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（単位：百万円）

項・事項
基
金

会計区分外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

所見の概要 反映内容

015
店頭デリバティブ取引情報の報告・蓄
積システム経費

平成24年度 令和3年度 37 37 37 外部有識者点検対象外 終了予定

○一者応募となった契約については、次回調達時に
おいても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ
と。

- - 0 - 予定通り終了

○　所見を踏まえ、本経費については、効率的な予
算執行の観点から、契約内容を見直し、コスト削減
に努めていく。
○　令和3年度の本システムの保守・運用委託先の選
定にあたっては、仕様書に前年度の問い合わせ件数
やシステム修正等の実績を記入のうえ、公募期間を
十分に確保して入札を実施したが、一者のみの応募
となった。新規事業者が参入しやすい環境を作るた
め、引き続き仕様書に前年度実績を記入するととも
に、調達情報について積極的に情報提供を行い、競
争性確保に努めていく。

令和4年度からデジタル庁計上
予算となる。
（項）情報通信技術調達等適
正・効率化推進費
　（大事項）情報通信技術調
達等適正・効率化の推進に必
要な経費

企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0015 - - - - -
平成30年
度

016 国際金融センターとしての地位確立 平成25年度 終了予定なし 177 253 190 外部有識者点検対象外 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も踏ま
え、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
○一者応札となった契約については、次回調達時に
おいても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ
と。

65 114 49 - 現状通り

令和５年度予算要求においては、真に必要な要求内
容となるよう、翻訳が必要な金融関係法令等の範囲
等を見直し、5.1百万円が減額。一方で、令和３年度
以降補正予算を用いて実施していた金融創業支援
ネットワーク構築に係るモデル事業を当初予算とし
て新規要求(51.0百万円)するほか、プロモーション
活動等による経費の増額（3.8百万円）が見込まれる
ことから、前年度比49.7百万円の増額要求を行って
いく。
調達に際しては、競争性確保のため、公告期間の十
分な確保や積極的な情報提供を行うなど、引き続き
適切な執行に努める。

重要政策推進枠：95.6百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0016 - - - - -
平成30年
度

○

017
コーポレートガバナンスの更なる推進
に係る事業費

平成28年度 終了予定なし 13 13 7 

○ 成果目標について、本事業の
達成度を測っていくものとしてよ
り適切な指標がないか、検討して
はどうか。定量的な成果目標の設
定が難しい場合には、定性的に記
載することも考えられる。

事業内容の一
部改善

○外部有識者の所見を踏まえ、より適切な成果目標
について検討を行うこと。
○委員等旅費及び金融政策業務旅費の執行実績に鑑
み、必要経費について精査の上、真に必要な予算要
求を行うこと。

14 5 ▲ 9 ▲9 縮減

成果目標について、外部有識者の所見も踏まえ、今
後、適切な目標設定を検討していく。
委員等旅費や金融政策業務旅費については、有識者
会議の開催等により引き続き支出が発生することを
想定しているが、必要な経費を精査し、前年比1.3百
万円の減額となる予算要求を行っていく。
その他の本経費についても、効率的な予算執行の観
点から、コスト削減に努めていくこととし、令和５
年度においては、非常勤職員手当と、印刷製本費並
びに借料及び損料の要求取りやめにより、本経費全
体として前年比９百万円の減額となる予算要求を
行っていく。

企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融市場整備推進に必要な経
費

金融 0017 - - - - 書面点検
前回点検か
ら５年経過

平成29年
度

018
金融分野におけるサイバーセキュリ
ティ対策向上

平成27年度 終了予定なし 76 76 57 外部有識者点検対象外 現状通り

○競争参加者を発掘し、予算要求の段階から見積書
を得たうえで真に必要な要求内容となるよう努める
こと。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

85 100 15 - 現状通り

本経費については、予算執行における経費削減に努
めていくこととするが、令和５年度においては、外
部委託調査、サイバーセキュリティリスク評価によ
り経費の増額が見込まれることから、前年比15百万
円の増額となる予算要求を行っていく。また、公正
性・公平性を確保し、同時に、入札可能な事業者の
参加を促すため、演習の目的・実施内容等に関する
事前の説明会を行い、競争参加者の発掘に引き続き
努める。

重要政策推進枠：87百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 0018 - - - - -
令和３年
度

○

019 金融デジタライゼーション関係経費 平成30年度 終了予定なし 94 94 73 外部有識者点検対象外 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も踏ま
え、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
○一者応札となった契約については、次回調達時に
おいても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ
と。

69 72 3 - 現状通り

本経費については、予算執行における経費削減に努
めていくこととし、令和５年度においては、前年同
規模の予算要求を行っていく。
引き続き、一般競争入札、企画競争を実施すると共
に、一者応札とならないよう仕様書の変更等により
更なる競争性の確保を行っていく。

重要政策推進枠：64百万円
総合政策局、
企画市場局

〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 0019 - - - - -
令和元年
度

○

020 アカデミアとの連携強化 令和２年度 終了予定なし 12 12 0.3 外部有識者点検対象外
事業内容の一

部改善

○予算要求にあたっては、これまでの実績も踏ま
え、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
〇本事業における予算執行率を踏まえ、効果的な取
組みを行うこと。

12 10 ▲ 2 - 執行等改善

○本経費については、効率的な予算執行に努めてい
く。
○新型コロナウイルスの感染拡大に伴い想定してい
た業務に変更が生じたことから、単価が低い事務補
佐員を要求することとしたため、前年比２百万円の
減額となる予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 0020 - - - - -
令和３年
度

　

021 自然災害による被災者の債務整理支援 平成28年度 終了予定なし 125 249 208 

○ 本事業は、その特性から、成
果目標値の達成を第一義とするこ
とが馴染まないことから、引き続
き、支出の適切性に留意して進め
ていただきたい。
○ 今後、新型コロナ感染症の収
束に伴う特例措置の終結が問題と
なる場合においても、自然災害を
想定した本事業の継続は必要不可
欠であることから、金融庁として
本事業の効果をより高めるための
追加施策等も視野に入れて検討し
てはどうか。

現状通り
外部有識者の所見を踏まえ、引き続き支出の適切性
に留意し、本事業の効果をより高めるための追加施
策等も視野に入れて検討していくこと。

110 97 ▲ 13 - 現状通り

○本事業については、委嘱件数の減少が見込まれる
ことや、より効率的な周知を実施すること等によ
り、前年比13百万円の減額となる予算要求を行って
いく。
○支出の適切性は、事業者による実績報告等を十分
に精査する事で適切な支払いであるか検証してお
り、引き続き適切な執行に努める。また、効果的な
周知をすることで、更なる認知を図りつつ、引き続
き本事業の効果をより高められるよう努める。

監督局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 0021 - - - - 書面点検
前回点検か
ら５年経過

平成29年
度

○

022
新興市場国に対する技術協力に必要な
経費

平成14年度 終了予定なし 189 189 187 外部有識者点検対象外 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も踏ま
え、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を踏
まえ、効果的に本事業を行うこと。
○一者応札となった契約については、次回調達時に
おいても競争性を確保するための方策を継続するな
ど、引き続き予算執行における経費削減に努めるこ
と。

191 209 18 - 現状通り

〇事業①について
　引き続きオンライン及びオンデマンド型教材の活
用により、効果的且つ効率的な研修プログラムを実
施していくものの、対面による実地研修のニーズも
依然高いことから、新型コロナウィルスの感染状況
に留意しつつ、その再開も模索し、更なるネット
ワーク構築の強化を図る。また、翻訳業者の入札に
あたっては、一者応札とならないよう、より長い公
告期間の確保に努め、競争性の確保及び効率的な予
算執行に努める。

○事業②について
　令和５年度においても、従来継続しているプロ
ジェクトに対し、効率的かつ積極的な支援を実施し
ていく。また、令和５年度においては、引き続き
2023年内に最終化を目指すG20・OECDコーポレートガ
バナンス原則の改訂作業が実施されていることを踏
まえ、コロナ後の各国のコーポレートガバナンス枠
組みの基準となる同原則の改訂内容を新興国へ普及
させるとともに、新興国が改訂後の原則に従って国
内制度の整備を行うことに対する支援のための予算
要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）経済協力に必要な経費

金融 0022 - - - - -
令和２年
度

023
アジア諸国等との金融連携・協力に必
要な経費

平成23年度 終了予定なし 112 112 33 外部有識者点検対象外 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も踏ま
え、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を踏
まえ、効果的に本事業を行うこと。
○一者応札となった契約については、次回調達時に
おいて競争性を確保するための効果的な方策を行う
など、引き続き予算執行における経費削減に努める
こと。

131 135 4 - 現状通り

〇事業①については、新型コロナウイルスの影響で
相互往来が減少した令和元年度以降に予算の不用率
が増加したものの、対面形式の面会・会議は徐々に
再開しつつある。このような現下の状況を踏まえ、
引き続き支援先機関や日系金融機関等の意見を幅広
く聴取した上で、各国経済の成熟度や関心・ニーズ
に応じた効果的な金融技術支援を実施する。

〇事業②については、引き続きオンライン形式を組
み合わせることにより、効果的且つ効率的な研修プ
ログラムを実施していくものの、対面による実地研
修のニーズも依然高いことから、新型コロナウイル
スの感染状況に留意しつつ、その再開も模索し、更
なるネットワーク構築の強化を図る。また、翻訳業
者の入札にあたっては、一者応札とならないよう、
より長い公告期間の確保に努め、競争性の確保及び
効率的な予算執行に努める。

重要政策推進枠：90百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 0023 - - - - -
令和２年
度

024
気候変動リスクをはじめとする新たな
リスクへの対応に必要な経費

令和２年度 終了予定なし 18 18 10 外部有識者点検対象外 現状通り

○予算要求にあたっては、これまでの実績も踏ま
え、真に必要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響を踏
まえ、効果的に本事業を行うこと。
○引き続き、調達に際しては、競争性の確保に努
め、経費削減を図っていくこと。

20 36 16 - 現状通り

令和５年度のサステナブルファイナンス関連イベン
トについては、霞ヶ関近郊の会場とオンラインのハ
イブリット形式にて効率的な予算執行に努めていく
ことにくわえ、調達に際しては、競争性確保のた
め、広告期間の十分な確保や積極的な情報提供に努
めることとする。そのうえで、新型コロナウイルス
感染症の影響も踏まえつつ、より多くの有識者を対
面で招聘することで、国際的な議論をリードする国
内外の関係者との交流を促し、ひいては、我が国金
融機関・企業等の効果的な国際的な議論への参画を
推進することとしたい。また、日々の国際会議対応
上の判断に役立てることを目的として、引き続きサ
ステナブルファイナンスに関する委託調査を実施す
るが、国際的な議論の進展も踏まえ、より包括的か
つ深度ある調査の実現を目指すこととしたい。これ
らを踏まえ、全体として前年度比16百万円の増額と
なる予算要求を行っていく。

重要政策推進枠：36百万円 総合政策局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

金融 0024 - - - - -
令和３年
度

　

025
国際財務報告基準財団（IFRS財団）拠
出金

令和３年度 令和３年度 110 110 110 外部有識者点検対象外 終了予定
○拠出した資金が有効に活用されるよう、資金使途
を確認すること。

- - 0 - 予定通り終了

〇拠出した資金が、ISSBの設置及び初期運営におい
て有効に活用されるよう、IFRS財団による会計報告
等を通じて、資金使途の適切性及び有効性について
確認する。
〇IFRS財団に対し、ISSBの設置及び初期運営に係る
資金を拠出するための予算であり、前年度終了事業
であるため、令和５年度予算概算要求において予算
要求しない。

企画市場局 〃
（項）金融政策費
　（大事項）金融政策推進に必要な経費

- - - - - - -

　　施策Ⅲ－３　市場の機能強化、インフラの整備、公正性・透明性の確保のための制度・環境整備

　　横断的施策－１　IT技術の進展等の環境変化を踏まえた戦略的な対応

　横断的施策－２　業務継続体制の確立と災害への対応

　横断的施策－３　その他の横断的施策
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様式１ 別添１

令和４年度 令和５年度

当初予算額 要求額

Ａ Ｂ Ｂ－Ａ＝Ｃ
３つを超
える場合

令和４年度
外部有識者
点検対象

３つ目

委
託
調
査

補
助
金
等

令和３年度レビューシート番号

１つ目 ２つ目

令和４年度
外部有識者
点検対象と
した理由

直近の外部
有識者点検
実施年度

事業
番号

事　　業　　名
令和３年度
補正後予算

額

令和３年度

反映額

事業開始
年度

事業終了
(予定)年度

担当部局庁
評価結果

執行
可能額

差引き

備　考

反映状況

執行額

（単位：百万円）

項・事項
基
金

会計区分外部有識者の所見

行政事業レビュー推進チームの所見

所見の概要 反映内容

いずれの施策にも関連しないもの - - - -

026
監査監督機関国際フォーラム
（IFIAR）拠出金等

平成27年度 終了予定なし 100 100 98 

○ 本事業に関して、グローバル
な監査品質の向上という事業目的
に一層貢献するよう、会計士をは
じめ関係者に対する情報発信をさ
らに積極的に行ってはどうか。

現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○外部有識者の所見を踏まえ、関係者に対する情報
発信について検討していくこと。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

101 111 10 - 現状通り

○本事業の目的を実現するために、IFIARとの協力と
貢献に関する合意（ホスト合意）に基づき、IFIAR事
務局のホスト国として、引き続き必要な資金支援を
行うとともに、IFIARの代表理事国及び副議長国とし
て、監査品質の向上に関する国際的な議論において
主導的な役割を果たしていく。
○本経費については、IFIARの会計報告を通して資金
使途の適切性及び有効性を確認し、適切な場合には
IFIARにより効率的かつ効果的な組織運営を求めてい
くこととしつつ、令和５年度においては、令和６年
４月に日本で開催予定のIFIAR本会合等の開催に必要
な経費の一部を令和５年度予算の要望額として要求
するため、前年比10百万円の増額となる予算要求を
行っていく。
○関係者に対する情報発信については、当庁ウェブ
サイトへの情報掲載、国内における監査のステーク
ホルダーからなる日本IFIARネットワークの活用、寄
稿・講演、日本での対面会合の開催の機会を活用し
た意見交換等を通じ、積極的に行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0025 - - - - 書面点検
前回点検か
ら５年経過

平成29年
度

027 国際機関分担金（IOSCO） 平成10年度 終了予定なし 12 12 11 外部有識者点検対象外 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

12 13 1 - 現状通り

〇事業目的を実現するため、5年度予算要求において
も、前年同規模の予算要求を行っていくとともに、
我が国が意見を発信し続ける立場を確保できるよ
う、引き続き、国際的な議論に積極的に参画してい
く。
〇資金使途については、総会等の国際会議への参加
を通じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性につ
いて確認するとともに、国際機関に対する効率的な
運営を求めていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0026 - - - - -
令和２年
度

028 国際機関分担金（IAIS） 平成10年度 終了予定なし 20 20 20 外部有識者点検対象外 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

22 25 3 - 現状通り

○事業目的を実現するため、我が国が意見を発信し
続ける立場を確保できるよう、引き続き、国際的な
議論に積極的に参加していく。
○資金使途については、総会等の国際会議への参加
を通じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性につ
いて確認するとともに、国際機関に対する効率的な
運営を求めていく。
○IAISの中長期財政計画（2020～24年）に基づき、
我が国としても応分の負担をする。令和５年度にお
いては、同計画に基づき、前年比３百万円の増額と
なる予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0027 - - - - -
令和２年
度

029 国際機関分担金（FATF） 平成13年度 終了予定なし 12 12 10 外部有識者点検対象外 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

13 12 ▲ 1 - 現状通り

〇事業目的を実現するため、5年度予算要求において
も、前年同規模の予算要求を行っていくとともに、
我が国が意見を発信し続ける立場を確保できるよ
う、引き続き、国際的な議論に積極的に参画してい
く。
〇資金使途については、総会等の国際会議への参加
を通じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性につ
いて確認するとともに、国際機関に対する効率的な
運営を求めていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0028 - - - - -
令和２年
度

030 国際機関分担金（APG） 平成12年度 終了予定なし 6 6 6 外部有識者点検対象外 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

7 8 1 - 現状通り

〇事業目的を実現するため、5年度予算要求において
も、前年同規模の予算要求を行っていくとともに、
我が国が意見を発信し続ける立場を確保できるよ
う、引き続き、国際的な議論に積極的に参画してい
く。
〇資金使途については、総会等の国際会議への参加
を通じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性につ
いて確認するとともに、国際機関に対する効率的な
運営を求めていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0029 - - - - -
令和２年
度

031 国際機関分担金（FinCoNet） 平成26年度 終了予定なし 1 1 1 外部有識者点検対象外 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

1 1 0 - 現状通り

〇事業目的を実現するため、5年度予算要求において
も、前年同規模の予算要求を行っていくとともに、
我が国が意見を発信し続ける立場を確保できるよ
う、引き続き、国際的な議論に積極的に参画してい
く。
〇資金使途については、総会等の国際会議への参加
を通じ、引き続き資金使途の適切性及び有効性につ
いて確認するとともに、国際機関に対する効率的な
運営を求めていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0030 - - - - -
令和２年
度

032 国際機関分担金（IFIAR） 平成22年度 終了予定なし 6 6 5 外部有識者点検対象外 現状通り

○今まで確認した資金使途の内容も踏まえ、真に必
要な要求内容となるよう精査すること。
○引き続き、拠出した資金が有効に活用されるよ
う、資金使途を確認すること。

7 7 0 - 現状通り

○IFIARの代表理事国及び副議長国として、監査品質
の向上に関する国際的な議論において引き続き主導
的な役割を果たしていく。
○本経費については、IFIARの会計報告を通して資金
使途の適切性及び有効性を確認し、適切な場合には
IFIARにより効率的かつ効果的な組織運営を求めてい
くこととしつつ、令和５年度においては、前年同規
模の予算要求を行っていく。

総合政策局 〃
（項）金融共通費
　（大事項）国際会議等に必要な経費

金融 0031 - - - - -
令和２年
度

4,951 6,223 3,171 1,171 1,339 168 ▲38 

22,031 22,322 21,079 21,562 21,831 269

26,982 28,545 24,250 22,733 23,170 437 

注１．　該当がない場合は「－」を記載し、負の数値を記載する場合は「▲」を使用する。

注２．「執行可能額」とは、補正後予算額から繰越額、移流用額、予備費等を加除した計数である。

注３．「反映内容」欄の「廃止」、「縮減」、「執行等改善」、「年度内に改善を検討」、「予定通り終了」、「現状通り」の考え方については、次のとおりである。

　　　　「廃止」：令和４年度の点検の結果、事業を廃止し令和５年度予算概算要求において予算要求を行わないもの（前年度終了事業等は含まない。）

　　　　「縮減」：令和４年度の点検の結果、見直しが行われ令和５年度予算概算要求において何らかの削減を行うもの（事業の見直しを行い、部分的に予算の縮減を行うものの、事業全体としては概算要求額が増加する場合も含む。）

　　　　「執行等改善」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、明確な廃止年限の設定や執行等の改善を行うもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものに限る。）

　　　　「年度内に改善を検討」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映は行わないものの、令和３年度末までに執行等の改善を検討しているもの（概算要求時点で「改善事項を実施済み」又は「具体的な改善事項を意思決定済み」となるものは含まない。）

　　　　「予定通り終了」：前年度終了事業等であって、予定通り事業を終了し令和５年度予算概算要求において予算要求しないもの。

　　　　「現状通り」：令和４年度の点検の結果、令和５年度予算概算要求の金額に反映すべき点及び執行等で改善すべき点がないもの（廃止、縮減、執行等改善、年度内に改善を検討及び予定通り終了以外のもの）

注４．予備費を使用した場合は「備考」欄にその旨を記載するとともに、金額を記載すること。

一般会計

一般会計
行政事業レビュー対象外　計

行政事業レビュー対象　計

合　　　　　計
一般会計
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